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 1 日 希望の光がやってくる東京2020
 オリンピック聖火展示（馬路体育館）
 3 日 ひなまつりおたのしみ会（魚梁瀬保育所）
 5 日 お別れ遠足（魚梁瀬小学校）
13日 馬路中学校卒業式（馬路体育館）
14日 魚梁瀬小・中学校卒業式（魚梁瀬体育館）
23日 馬路小学校卒業式（馬路体育館）
24日 馬路保育所卒園式
25日 庄屋祭・鬼門堂祭
 馬路村集会センターうまなび竣工祭
26日 魚梁瀬保育所卒園式

 2 日 保育所合同交流会　豆まき（馬路保育所）
 5 日 学習発表会（馬路小学校）
18日 火災避難訓練（馬路小中学校）
20日 生活発表会（馬路保育所）
24日 高知大学医学部生によるキャリア講話（馬路 
 中学校）
26日 お別れ遠足（馬路小学校）

　
３
月
１
日
、馬
路
体
育
館
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
が
展
示
さ
れ
、平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
村
内
外
か
ら
多
く
方
が
訪
れ
ま
し

た
。警
察
の
方
も
含
め
て
た
く
さ
ん
の
警

備
ス
タ
ッ
フ
が
い
た
た
め
、も
の
も
の
し
さ
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驚
か
れ
た
方
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多
か
っ
た
の
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路
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し
く
思
い
ま
す
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シャワー室 馬路村集会センターうまなび

　馬路村多目的施設（仮称）として計画・工
事が進められてきたこの施設。村民の皆さま
から応募いただきました名称の中で、馬路小
学校の上治愛璃さんから「みんなのしゅうか
いセンター」と、長野まるさんから馬路と学
び、そして未来への道しるべであるナビゲー
ションを造語として「うまなびセンター」と
提案いただきました。この２つの案を採用
し、「馬路村集会センターうまなび」という
すてきな名前になりました。

各施設の配置

　会議室・調理室棟、大ホール棟、図
書室・教育委員会事務室棟の3つの棟で
構成されています。
　玄関から見える中央の光庭を囲ん
で、明るく集いやすい「つながりの
場」として気軽に立ち寄れる場となっ
ています。

　訪れる人を迎えてくれる空間
です。
　小さなお子様から年配の方ま
で、誰もが安全に利用できるよ
う、段差を設けないバリアフリ
ー設計となっています。

　大ホールの天井を支える斜め
の柱は、山の稜線や蛇行する川
の曲線をイメージしたデザイン
で、窓からは安田川と三宝山な
ど村の自然が楽しめます。
　ふんだんに使用された木材に
囲まれているおかげで、広々と
しつつもぬくもりのある雰囲気
となっています。
　

大ホール

玄関

完成！

　施設概要　　建設工事費4億3千4百万円、延床面積937.7㎡、浄化槽70人槽、防火水槽40ｔ、
　　　　　　　非常用発電機38.0KVA（燃料タンク1,900ℓ）、耐震等級３（建築基準法の1.5倍）
　　　　　　　施工：小松建設株式会社（高知市）　設計：上田建築事務所（高知市）
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施設の名称について

　令和３年３月、馬路村役場の隣に「馬路村集会センターうまなび」が完成しました。
　この施設は、これまでの馬路村就業改善センターに代わり、村の公民館的な位置づけとして、村民が集い、学び、活動の
拠点となる木造（一部２階建て）の建物です。１階には大ホール、図書室、会議室、調理室、馬路村教育委員会の事務室
が、２階には倉庫が設けられています。
　令和3年４月26日（月）から供用を開始します。地域のコミュニティ活動や文化活動、イベント等、積極的にご利用ください。
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　照明が多く配置された明るく落ち着い
た空間となっています。一段高い畳スペ
ースは、くつろぎながらの読書や、絵本
の読み聞かせにご利用ください。
【開室時間：午前9時から午後9時まで】

　白を基調とした清潔感の
ある明るい空間に、３つの
調理台が広く配置されてい
ます。
　料理教室や地区の集まり
など、いろいろな機会で積
極的にご利用ください。

　広い会議室の中央を仕切
ることで、２つの会議室と
しても使用できます。
　地域のコミュニティ活動
や各種研修にご活用くださ
い。

　村の蔵書だけでなく、高知県立図書館
から貸し出しを受けた図書も定期的に入
れ替えられます。

産業建設課　電話⑧44-2336
主な担当業務
　農林水産業、農業委員会、商工業、観光、
　土木及び建築、道路・橋梁及び河川、簡易
　水道、その他産業経済の振興に関する事項

地方創生課　電話44-2277
主な担当業務
　まち・ひと・しごと創生総合戦略、
　村の総合企画及び調整、その他地方創
　生に関する事項

建設課　電話⑧44-2336
主な担当業務
　農業委員会、土木及び建築、道路・橋梁・
　河川、簡易水道、その他建設に関する事項

地域振興課　
主な担当業務
　農林水産業、商工業、観光、まち・ひと・
　しごと創生総合戦略、村の総合企画及び調
　整、その他地域振興に関する事項

＊大ホール・会議室・調理室の利用希望は、教育委員会で受け付けています。

＊使用できる時間は午前9時から午後10時までで、１時間単位で使用料がかかります。団体・活
　動内容によっては　25/100～100/100の減免があります。（詳しくは教育委員会まで問い合わ
　せください。電話⑧44-2216）

　第２期馬路村まち・ひと・しごと創生総合戦略の４つの基本目標（「魅力的なしごとをつく
る」「村外の人々とのつながりを築き、新しいひとの流れをつくる」「結婚・出産・子育ての希
望をかなえる」「魅力的な地域をつくる」）の達成に向けて、産業振興業務と地方創生業務を一
体的に実施するため、令和3年4月1日付で産業建設課と地方創生課を再編して建設課と地域振興
課としました。

再編前

使用料

区分
大ホール
会議室1
会議室2
調理室

基本使用料
（1時間につき）

冷暖房使用料
（1時間につき）

1,200円
400円
400円
400円

400円
200円
200円
200円

再編後

電話44-2277（４月24日まで）
電話⑧44-2114（４月26日から）

馬路村役場の機構改革について

図書室
教育委員会
事務室

調理室

会議室
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令和３年度
一般会計当初予算１９億９千万円

　本年度の当初予算は1,990,000千円で、
前年度2,203,000千円との比較では213,000
千円（9.67%）の減額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1,126,479千
円（構成比56.61%）、自主財源は863,521千
円（構成比43.39%）となっています。前年度
比では、依存財源は292,974千円の減額、自
主財源は79,974千円の増額となっています。
　地方交付税においては、本年度から令和
2年国勢調査の結果が反映されますが、調
査結果が明らかでないため、当初予算にお
いては前年度並みの普通交付税700,000千
円、特別交付税80,000千円を計上しました。
　基金からの繰入金は403,912千円で前年
の374,672千円と比較すると29,240千円
（7.80％）の増額としており、近年の普通交付
税の減による財源不足を補うために、財政
調整基金で64 , 1 1 2千円、減債基金で
100,000千円を繰り入れしています。
　今後の財政運営においては、国・県の補
助金・交付金等の特定財源を確保し、交付
税措置のある有利な起債やふるさと応援基
金等の特定目的基金の活用を図りながら、
健全な財政の堅持に努めます。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は1,822,162
千円で、前年度に比べ12,199千円（0.67％）
の増額となっています。投資的経費は
167,838千円で、前年度に比べて225,199千
円（57.30％）の減額となっています。
　目的別では、増額した主な費目は総務費、
諸支出金、商工費であり、減額した主な費目
は教育費、消防費、農林水産業費となって
います。減額の主な要因は、昨年度まで実
施していた多目的施設建築事業等が完了
となったことによるものです。一方、令和３年
度の新たな事業として、日浦地区分譲宅地
造成事業、サテライトオフィス整備事業等を
実施します。
　財源が限られ厳しい財政状況ですが、事
業の見直し・再構築を行いつつ、効果的に
事業を執行していきます。

総　額
1,990,000千円

地方交付税
780,000
（39.20％）

県支出金ほか
100,040
（5.02％）

村債
149,900
（7.53％）

扶助費
19,467
（0.98％）

公債費
266,048

（13.37％）

　人件費
418,193
（21.01％）

繰出金
71,500
（3.59％）

  物件費
462,636
（23.25％）

その他
584,318
（29.36％） 

災害復旧
事業費

163,338
 （8.21％）

138,231
（6.95％）

諸収入・その他

96,539
（4.85％）

4,500
（0.23％）

725,290
（36.45％）

普通建設
事業費

村税

令和３年度村民一人当たりの一般会計予算額

２，４１７，９８３円／人
（１９億９千万円／２７年度国勢調査人口８２３人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

令 和２年 度 末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健診、ごみ処理
など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

１６億円

1,944,107円

令 和２年 度 末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２４億６千万円

2,989,064円

７９，５３６円

１８６，４０２円

５，４６８円

１７３，９５９円

２０３，７１９円

１５１，３８０円

５０３，２６５円

４６２，４８２円

６５１，７７２円

前
年
当
初
比
　
　
％
減

　
戸
籍
や
選
挙
、
税
務
、
消
防
・
防
災

対
策
、
財
務
等
自
治
体
と
し
て
の
基
礎

的
な
事
務
を
着
実
に
つ
か
さ
ど
り
つ
つ
、

職
員
の
資
質
向
上
と
適
正
で
効
率
的
な

行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

〇
防
災
事
業
の
推
進

　
耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
の
無
料
化
、

耐
震
改
修
工
事
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
安
全
確
保
へ
の
補
助
金
に
よ

り
、
各
家
庭
の
耐
震
化
を
強
く
推
進
し
、

家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　健
康
福
祉
課

　
村
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

健
や
か
で
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
村
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
そ
の
基
本
と
な
る
「
第
３
期
馬

路
村
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定
と
、
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

小中学校、教育委員会

歳入

依存財源
 1,126,479
  （56.61％） 自主財源

863,521
（43.39％）

9.67

　近年、本村の財政状況は、地方交付税の減少に伴い大変厳しい状況が続いていますが、令和３年度以降の地方交付税に
は令和２年度に実施した国勢調査の結果が反映されるため、さらに減額となることも考えられ、引き続き財政見通しは厳しいと
考えています。
　そのような中、本村は「第２期馬路村まち・ひと・しごと総合戦略」に定めた基本目標の達成に向けた取組をさらに推進するた
め、令和３年度からは産業振興業務を地方創生業務と一体的に実施することとし、産業建設課及び地方創生課を再編し、「建
設課」および「地域振興課」として、より一層効果的な事業執行に努めていきます。
　そして、南海トラフ地震対策である「住民の安全・安心な暮らしの実現」のための施策や、新型コロナウイルス感染防止対策
等の推進を含む「住民の健康と福祉の向上」に対する施策においても、職員一丸となって取り組んでいきます。

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
健
康
寿
命
の
延
伸

　
特
定
健
診
・
健
康
診
査
・
が
ん
検

診
・
歯
科
検
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
糖
尿
病
性
腎
症
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
及
び
、
糖
尿
病
性
腎
症
患
者

へ
の
保
健
指
導
に
よ
り
、
重
症
化
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ル

予
防
と
し
て
、
口
の
機
能
低
下
に
起
因

す
る
心
身
の
機
能
低
下
の
予
防
を
強
化

し
ま
す
。

〇
子
ど
も
を
守
り
育
て
る

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
と
し
て
、
総
合
的

な
情
報
提
供
や
、
相
談
窓
口
と
な
る

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
つ

ど
ま
る
」
を
拠
点
に
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
周
知
し
ま
す
。 

き
な
が
ら
、
地
方
に
新
た
な
オ

フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
「
地
方
型

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
が
注

目
さ
れ
て
お
り
、
本
村
に
お
い

て
も
、
移
住
や
関
係
人
口
の
増

加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
馬

路
地
区
に
て
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
を

改
修
し
て
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
整
備
を
行
い
ま
す
。

〇
分
譲
宅
地
整
備

　
移
住
・
定
住
を
希
望
す
る
人

が
い
て
も
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

住
居
が
な
け
れ
ば
実
行
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
住
居
選
択
の
幅

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
宅
地
を

分
譲
し
ま
す
。

〇
農
業
振
興

　
ユ
ズ
の
生
産
基
盤
の
強
化
を

図
る
た
め
、
ユ
ズ
苗
の
新
植
、

運
搬
機
等
へ
の
補
助
を
継
続
し
、

農
家
所
得
の
向
上
及
び
環
境
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
馬
路
村
農

協
の
ユ
ズ
加
工
品
販
売
事
業
の

売
り
上
げ
増
加
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
ユ
ズ
農
家
や
村
民
の
所

得
向
上
、
雇
用
の
拡
大
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
商
品

の
開
発
・
製
造
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
、
ユ
ズ
種
子
油
等
の
成

分
を
利
用
し
た
機
能
性
食
品
等

の
研
究
開
発
へ
の
補
助
や
、
昨

年
整
備
し
た
高
性
能
の
ユ
ズ
皮

粉
砕
機
や
乾
燥
施
設
を
活
用
し

た
商
品
開
発
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
シ
カ
・
サ
ル
等
に
よ
る

農
作
物
等
の
被
害
へ
の
対
応
と

し
て
、
金
網
柵
等
に
よ
る
鳥
獣

被
害
対
策
を
引
き
続
き
行
い
、

猟
友
会
等
に
協
力
要
請
し
て
駆

除
を
行
う
と
と
も
に
、
県
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

〇
林
業
振
興

　
令
和
元
年
度
か
ら
適
切
な
森

林
の
経
営
管
理
を
進
め
る
「
森

林
経
営
管
理
制
度
」
や
、
市
町

村
が
実
施
す
る
森
林
整
備
や
そ

の
促
進
の
た
め
の
財
源
と
で
き

る
森
林
環
境
譲
与
税
制
度
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
馬
路
村
森
林
組
合
と

連
携
し
た
森
林
経
営
意
向
調
査

の
実
施
や
、
林
業
で
働
き
や
す

い
環
境
整
備
を
図
る
担
い
手
確

保
対
策
事
業
、
倒
木
等
に
よ
る

村
道
や
電
線
な
ど
重
要
イ
ン
フ

ラ
へ
の
被
害
を
防
ぐ
重
要
イ
ン

フ
ラ
施
設
周
辺
整
備
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
施
業

集
約
化
と
効
率
的
な
路
網
整
備

を
促
進
し
、
山
林
所
有
者
の
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
森
林
施
業

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
本
年

度
は
、
魚
梁
瀬
小
石
川
山
、
馬

路
ウ
ハ
ヒ
ラ
地
区
、
西
裏
・
峠

山
地
区
で
間
伐
等
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
新
た
な
森
林
経
営
の
方
法
と

し
て
、
低
投
資
で
行
え
る
自
伐

型
林
業
の
導
入
に
向
け
て
、
調

査
研
究
・
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

〇
観
光
・
商
工
振
興

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

馬
路
温
泉
、
魚
梁
瀬
森
林
公
園
、

馬
路
・
魚
梁
瀬
両
森
林
鉄
道
等

の
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

高
知
県
と
連
携
し
て
観
光
客
の

誘
致
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

一
般
社
団
法
人
高
知
県
東
部
観

光
協
議
会
と
連
携
を
強
化
し
て
、

観
光
資
源
を
活
用
し
た
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
引
き
続

き
村
内
の
事
業
者
・
生
産
者
と

の
連
携
を
図
り
、
魅
力
あ
る
返

礼
品
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

寄
付
者
の
増
加
に
向
け
て
、
新

た
な
返
礼
品
の
開
発
、
連
携
外

部
サ
イ
ト
の
拡
充
、
馬
路
村
フ

ァ
ン
等
へ
の
情
報
発
信
な
ど
に

取
り
組
み
納
税
額
の
増
加
を
目

指
し
ま
す
。

　教
育
委
員
会

　
新
し
い
施
設
「
馬
路
村
集
会

セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び
」
の
完
成

に
伴
い
、
村
民
が
集
い
、
学
び
、

活
動
で
き
る
施
設
と
し
て
、
運

営
に
努
め
、
利
用
の
支
援
を
強

化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
向
け
て
、

馬
路
村
村
民
運
動
場
の
防
球
ネ

ッ
ト
等
の
改
修
工
事
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
学
校
運
営
で
は
、
子
ど
も
一

人
一
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
学
習
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
、
学
校
で
の
学
び
を
地
域

や
社
会
で
生
か
せ
る
よ
う
「
生
き

る
力
」
を
育
み
ま
す
。

歳出

投資的経費 
167,838 
（8.43％）

経常的経費
1,822,162
（91.57％）

建
設
課
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〇
道
路
の
基
盤
整
備

　
本
村
で
は
地
理
的
条
件
か
ら

台
風
や
豪
雨
に
よ
る
道
路
被
害

が
発
生
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、

村
内
で
生
活
を
す
る
た
め
に
は

道
路
の
適
切
な
整
備
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
村
道
は
国

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
て
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
交
通
の
要
と
な
る

村
道
の
橋
梁
及
び
構
造
物
の
補

修
を
引
き
続
き
施
工
し
て
い
き

ま
す
。
本
年
度
は
、
明
善
橋
補

修
工
事
と
平
野
線
の
法
面
構
造

物
補
修
工
事
や
中
ノ
川
線
落
石

防
護
対
策
工
事
を
行
っ
て
い
く

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
林
道
も
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
、
改
良
計
画
や
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
城
山
栃
谷

線
改
良
工
事
や
朝
日
出
線
と
城

山
栃
谷
線
の
橋
梁
補
修
測
量
設

計
委
託
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
農
道
や
農
作
業
道
の
維
持
修

繕
、
村
単
小
規
模
事
業
に
よ
る

基
盤
整
備
を
引
き
続
き
実
施
し

て
、
農
家
の
作
業
効
率
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　地
域
振
興
課

〇
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
都
市

部
を
中
心
に
働
き
方
改
革
が
推

進
さ
れ
、
都
市
部
に
本
社
を
置

令和３年度
一般会計当初予算１９億９千万円

　本年度の当初予算は1,990,000千円で、
前年度2,203,000千円との比較では213,000
千円（9.67%）の減額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1,126,479千
円（構成比56.61%）、自主財源は863,521千
円（構成比43.39%）となっています。前年度
比では、依存財源は292,974千円の減額、自
主財源は79,974千円の増額となっています。
　地方交付税においては、本年度から令和
2年国勢調査の結果が反映されますが、調
査結果が明らかでないため、当初予算にお
いては前年度並みの普通交付税700,000千
円、特別交付税80,000千円を計上しました。
　基金からの繰入金は403,912千円で前年
の374,672千円と比較すると29,240千円
（7.80％）の増額としており、近年の普通交付
税の減による財源不足を補うために、財政
調整基金で64 , 1 1 2千円、減債基金で
100,000千円を繰り入れしています。
　今後の財政運営においては、国・県の補
助金・交付金等の特定財源を確保し、交付
税措置のある有利な起債やふるさと応援基
金等の特定目的基金の活用を図りながら、
健全な財政の堅持に努めます。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は1,822,162
千円で、前年度に比べ12,199千円（0.67％）
の増額となっています。投資的経費は
167,838千円で、前年度に比べて225,199千
円（57.30％）の減額となっています。
　目的別では、増額した主な費目は総務費、
諸支出金、商工費であり、減額した主な費目
は教育費、消防費、農林水産業費となって
います。減額の主な要因は、昨年度まで実
施していた多目的施設建築事業等が完了
となったことによるものです。一方、令和３年
度の新たな事業として、日浦地区分譲宅地
造成事業、サテライトオフィス整備事業等を
実施します。
　財源が限られ厳しい財政状況ですが、事
業の見直し・再構築を行いつつ、効果的に
事業を執行していきます。

総　額
1,990,000千円

地方交付税
780,000
（39.20％）

県支出金ほか
100,040
（5.02％）

村債
149,900
（7.53％）

扶助費
19,467
（0.98％）

公債費
266,048

（13.37％）

　人件費
418,193
（21.01％）

繰出金
71,500
（3.59％）

  物件費
462,636
（23.25％）

その他
584,318
（29.36％） 

災害復旧
事業費

163,338
 （8.21％）

138,231
（6.95％）

諸収入・その他

96,539
（4.85％）

4,500
（0.23％）

725,290
（36.45％）

普通建設
事業費

村税

令和３年度村民一人当たりの一般会計予算額

２，４１７，９８３円／人
（１９億９千万円／２７年度国勢調査人口８２３人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

令 和２年 度 末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健診、ごみ処理
など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

１６億円

1,944,107円

令 和２年 度 末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２４億６千万円

2,989,064円

７９，５３６円

１８６，４０２円

５，４６８円

１７３，９５９円

２０３，７１９円

１５１，３８０円

５０３，２６５円

４６２，４８２円

６５１，７７２円

前
年
当
初
比
　
　
％
減

　
戸
籍
や
選
挙
、
税
務
、
消
防
・
防
災

対
策
、
財
務
等
自
治
体
と
し
て
の
基
礎

的
な
事
務
を
着
実
に
つ
か
さ
ど
り
つ
つ
、

職
員
の
資
質
向
上
と
適
正
で
効
率
的
な

行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

〇
防
災
事
業
の
推
進

　
耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
の
無
料
化
、

耐
震
改
修
工
事
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
安
全
確
保
へ
の
補
助
金
に
よ

り
、
各
家
庭
の
耐
震
化
を
強
く
推
進
し
、

家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　健
康
福
祉
課

　
村
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

健
や
か
で
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
村
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
そ
の
基
本
と
な
る
「
第
３
期
馬

路
村
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定
と
、
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

小中学校、教育委員会

歳入

依存財源
 1,126,479
  （56.61％） 自主財源

863,521
（43.39％）

9.67

　近年、本村の財政状況は、地方交付税の減少に伴い大変厳しい状況が続いていますが、令和３年度以降の地方交付税に
は令和２年度に実施した国勢調査の結果が反映されるため、さらに減額となることも考えられ、引き続き財政見通しは厳しいと
考えています。
　そのような中、本村は「第２期馬路村まち・ひと・しごと総合戦略」に定めた基本目標の達成に向けた取組をさらに推進するた
め、令和３年度からは産業振興業務を地方創生業務と一体的に実施することとし、産業建設課及び地方創生課を再編し、「建
設課」および「地域振興課」として、より一層効果的な事業執行に努めていきます。
　そして、南海トラフ地震対策である「住民の安全・安心な暮らしの実現」のための施策や、新型コロナウイルス感染防止対策
等の推進を含む「住民の健康と福祉の向上」に対する施策においても、職員一丸となって取り組んでいきます。

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
健
康
寿
命
の
延
伸

　
特
定
健
診
・
健
康
診
査
・
が
ん
検

診
・
歯
科
検
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
糖
尿
病
性
腎
症
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
及
び
、
糖
尿
病
性
腎
症
患
者

へ
の
保
健
指
導
に
よ
り
、
重
症
化
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ル

予
防
と
し
て
、
口
の
機
能
低
下
に
起
因

す
る
心
身
の
機
能
低
下
の
予
防
を
強
化

し
ま
す
。

〇
子
ど
も
を
守
り
育
て
る

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
と
し
て
、
総
合
的

な
情
報
提
供
や
、
相
談
窓
口
と
な
る

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
つ

ど
ま
る
」
を
拠
点
に
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
周
知
し
ま
す
。 

き
な
が
ら
、
地
方
に
新
た
な
オ

フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
「
地
方
型

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
が
注

目
さ
れ
て
お
り
、
本
村
に
お
い

て
も
、
移
住
や
関
係
人
口
の
増

加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
馬

路
地
区
に
て
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
を

改
修
し
て
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
整
備
を
行
い
ま
す
。

〇
分
譲
宅
地
整
備

　
移
住
・
定
住
を
希
望
す
る
人

が
い
て
も
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

住
居
が
な
け
れ
ば
実
行
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
住
居
選
択
の
幅

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
宅
地
を

分
譲
し
ま
す
。

〇
農
業
振
興

　
ユ
ズ
の
生
産
基
盤
の
強
化
を

図
る
た
め
、
ユ
ズ
苗
の
新
植
、

運
搬
機
等
へ
の
補
助
を
継
続
し
、

農
家
所
得
の
向
上
及
び
環
境
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
馬
路
村
農

協
の
ユ
ズ
加
工
品
販
売
事
業
の

売
り
上
げ
増
加
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
ユ
ズ
農
家
や
村
民
の
所

得
向
上
、
雇
用
の
拡
大
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
商
品

の
開
発
・
製
造
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
、
ユ
ズ
種
子
油
等
の
成

分
を
利
用
し
た
機
能
性
食
品
等

の
研
究
開
発
へ
の
補
助
や
、
昨

年
整
備
し
た
高
性
能
の
ユ
ズ
皮

粉
砕
機
や
乾
燥
施
設
を
活
用
し

た
商
品
開
発
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
シ
カ
・
サ
ル
等
に
よ
る

農
作
物
等
の
被
害
へ
の
対
応
と

し
て
、
金
網
柵
等
に
よ
る
鳥
獣

被
害
対
策
を
引
き
続
き
行
い
、

猟
友
会
等
に
協
力
要
請
し
て
駆

除
を
行
う
と
と
も
に
、
県
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

〇
林
業
振
興

　
令
和
元
年
度
か
ら
適
切
な
森

林
の
経
営
管
理
を
進
め
る
「
森

林
経
営
管
理
制
度
」
や
、
市
町

村
が
実
施
す
る
森
林
整
備
や
そ

の
促
進
の
た
め
の
財
源
と
で
き

る
森
林
環
境
譲
与
税
制
度
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
馬
路
村
森
林
組
合
と

連
携
し
た
森
林
経
営
意
向
調
査

の
実
施
や
、
林
業
で
働
き
や
す

い
環
境
整
備
を
図
る
担
い
手
確

保
対
策
事
業
、
倒
木
等
に
よ
る

村
道
や
電
線
な
ど
重
要
イ
ン
フ

ラ
へ
の
被
害
を
防
ぐ
重
要
イ
ン

フ
ラ
施
設
周
辺
整
備
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
施
業

集
約
化
と
効
率
的
な
路
網
整
備

を
促
進
し
、
山
林
所
有
者
の
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
森
林
施
業

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
本
年

度
は
、
魚
梁
瀬
小
石
川
山
、
馬

路
ウ
ハ
ヒ
ラ
地
区
、
西
裏
・
峠

山
地
区
で
間
伐
等
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
新
た
な
森
林
経
営
の
方
法
と

し
て
、
低
投
資
で
行
え
る
自
伐

型
林
業
の
導
入
に
向
け
て
、
調

査
研
究
・
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

〇
観
光
・
商
工
振
興

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

馬
路
温
泉
、
魚
梁
瀬
森
林
公
園
、

馬
路
・
魚
梁
瀬
両
森
林
鉄
道
等

の
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

高
知
県
と
連
携
し
て
観
光
客
の

誘
致
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

一
般
社
団
法
人
高
知
県
東
部
観

光
協
議
会
と
連
携
を
強
化
し
て
、

観
光
資
源
を
活
用
し
た
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
引
き
続

き
村
内
の
事
業
者
・
生
産
者
と

の
連
携
を
図
り
、
魅
力
あ
る
返

礼
品
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

寄
付
者
の
増
加
に
向
け
て
、
新

た
な
返
礼
品
の
開
発
、
連
携
外

部
サ
イ
ト
の
拡
充
、
馬
路
村
フ

ァ
ン
等
へ
の
情
報
発
信
な
ど
に

取
り
組
み
納
税
額
の
増
加
を
目

指
し
ま
す
。

　教
育
委
員
会

　
新
し
い
施
設
「
馬
路
村
集
会

セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び
」
の
完
成

に
伴
い
、
村
民
が
集
い
、
学
び
、

活
動
で
き
る
施
設
と
し
て
、
運

営
に
努
め
、
利
用
の
支
援
を
強

化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
向
け
て
、

馬
路
村
村
民
運
動
場
の
防
球
ネ

ッ
ト
等
の
改
修
工
事
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
学
校
運
営
で
は
、
子
ど
も
一

人
一
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
学
習
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
、
学
校
で
の
学
び
を
地
域

や
社
会
で
生
か
せ
る
よ
う
「
生
き

る
力
」
を
育
み
ま
す
。

歳出

投資的経費 
167,838 
（8.43％）

経常的経費
1,822,162
（91.57％）

建
設
課



手のひら１枚分

キラキラと笑顔かがやくうまじっこ　

保育所コーナー

馬路保育所

　2月の少しずつ暖かさを感じるようになってきた頃。
　馬路保育所では、新型コロナウイルス感染症対策に配慮し入場制限など保護
者のご理解、ご協力のもと、発表会を開催しました。『保育者と一緒に楽しむ』『保育
者や友達と一緒に楽しさを共有する』『自分のイメージを表現する楽しさを体験す
る』等の保育目標の中で、子どもたちの姿に寄り添いながら練習を重ねてきました。
　恥ずかしがる姿、お母さんを追
いかけたくなる姿も、子どもたちの
大事な発達の一つ!温かい応援
やまなざしをありがとうございまし
た。成長を感じる場面がたくさんあ
ったすてきな発表会となりました。

１日入学楽しかったよ！
　４月からいよいよ１年生♪
　小学校で校長先生の話を聞
いたり、学校探検をしたり…
　１年生に教えてもらいながら
鉛筆を持つ練習もしてきました。
保育所でしてきた経験を自信に
つなげ、元気いっぱいの１年生になってね!

最後の
発表会！

かっこよ
く！

すてきに
決まった

ね！

ぞうぐみ（５歳児）

ドキドキしたけど
がんばったよ！

りすぐみ（０・１・２歳児）

きりんぐみ（３・４歳児）

み
ん
な
で
歌
って
踊
って

た
の
し
かっ
た
ね
♪

広報うまじ318号 ̶̶̶̶（8広報うまじ318号 ̶̶̶̶（9

保健師便り
　
令
和
３
年
３
月
１
日
、馬
路
体
育
館
に
て
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
の
展
示

が
行
わ
れ
ま
し
た
。平
日
昼
間
の
小
雨
が
時
折
降
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、村

内
外
か
ら
、計
３
３
９
人
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
先

駆
け
、国
の
事
業
採
択
と
な
っ
た

14
道
府
県
の
み
で
行
わ
れ
、県
内

で
は
宿
毛
市
、三
原
村
、高
知
市
、

馬
路
村
、土
佐
町
の
５
市
町
村
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
間
近
で
聖
火
を
見
ら
れ
る
貴

重
な
機
会
と
あ
っ
て
、展
示
開
始

の
30
分
前
か
ら
受
け
付
け
を
す

る
村
民
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

村
内
の
保
育
園
児
か
ら
中
学
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
も
会
場
に

足
を
運
び
、大
勢
の
警
察
官
の
い

る
厳
戒
態
勢
に
少
し
緊
張
し
な

が
ら
、初
め
て
目
に
す
る
聖
火
に

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
高
知
県
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、令

和
３
年
４
月
１９
日
か
ら
２０
日
ま

で
行
わ
れ
ま
す
。残
念
な
が
ら
馬

路
村
は
コ
ー
ス
に
は
入
って
い
ま
せ

ん
が
、馬
路
村
の
推
薦
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
相
名
地
区
の
乾
ま
り
の

さ
ん
が
参
加
し
ま
す
の
で
、応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

聖
火
が
村
に
や
っ
て
き
た
！

　
　
　
　
　〜
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
展
示
〜

　
令
和
3
年
２
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
、高
知
城
歴
史
博
物
館
に
て
、ゆ
ず
林
鉄

ｅｘｐ
ｏ
２
０
２
１
が
開
催
さ
れ
、延
べ
6
2
5
人
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
中
芸
５
町
村
に
ま
た
が
る
魚
梁
瀬

森
林
鉄
道
を
テ
ー
マ
に
、中
芸
の
ゆ
ず

と
日
本
遺
産
協
議
会
主
催
の
ゆ
ず
林

鉄ｅｘｐ
ｏ
２
０
２
１
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
名
に
ふ
さ

わ
し
く
、馬
路
村
関
連
の
催
し
が
多

く
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
東
谷
組

合
長
に
よ
る
ト
ー
ク「
中
芸
ゆ
ず
の
歴

史
」や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
上
村

菜
々
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

ゆ
ず
林
鉄
ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
２
０
２
１
開
催

▲聖火をバックにしてポーズに力が入る

グ
、魚
梁
瀬
ふ
る
さ
と
劇
団
杉
ぼ
っ
く

り
に
よ
る
劇「
森
林
鉄
道
物
語
」と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
と
手
法
に
よ

る
催
し
を
通
し
て
、来
場
者
に
魚
梁

瀬
森
林
鉄
道
の
歴
史
や
魅
力
が
わ
か

り
や
す
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
お
礼
と
し

て
来
場
者
に
渡
さ
れ
た
ご
っ
く
ん
馬

路
村
も
大
変
好
評
で
、良
い
Ｐ
Ｒ
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

▲東谷組合長によるトーク
　「中芸ゆずの歴史」

▲杉ぼっくりによる劇
　「森林鉄道物語」

　
防
げ
！
フ
レ
イ
ル（
食
事
編
）

　
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
に
は
筋
肉

量
が
重
要
で
す
。筋
肉
量
は
加
齢
に
伴
っ

て
減
少
し
ま
す
の
で
、筋
肉
を
つ
く
る
働

き
を
食
事
で
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
今
回
は
、食
事
に
関
す
る「
フ
レ
イ
ル
予

防
」で
特
に
重
要
な
栄
養
素
を
二
つ
ご
紹

介
し
ま
す
。

①
タ
ン
パ
ク
質

　
タ
ン
パ
ク
質
は
筋
肉
合
成
に
関
わ
る
栄

養
素
で
す
。必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
含
ん
で
い
る
タ
ン
パ
ク
質
を「
良
質
な
タ

ン
パ
ク
質
」と
呼
び
、代
表
的
な
食
品
と
し

て
、肉
、魚
、卵
、乳
製
品
、大
豆
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
１
日
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
量
は
適
正

体
重
が
５０
㎏
の
人
は
５０ｇ
が
推
奨
さ
れ
て

お
り
、こ
の
量
は
毎
食「
手
の
ひ
ら
１
枚

分
」の
量
を
目
安
に
摂
取
す
れ
ば
よ
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
だ

け
で
は
な
く
、近
年
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
筋
肉

の
合
成
を
助
け
る
働
き
が
あ
る
ロ
イ
シ
ン

と
い
う
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
筋
肉
合
成
作
用

を
促
進
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
含
む
主
な
食
品
と
し
て

は
、イ
ワ
シ
、サ
ン
マ
な
ど
の
魚
、き
の
こ
類

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
日
光（
紫
外
線
）を
浴
び

る
こ
と
に
よって
体
内
で
合
成
さ
れ
る
の
で
、

天
気
の
良
い
日
に
は
日
光
浴
や
散
歩
を
し

て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
運
動
を
合
わ

せ
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

「
フ
レ
イ
ル
と
は
」

ま
だ
介
護
は
必
要
な
い
け
れ
ど
、
　

○
な
ん
と
な
く
体
調
が
優
れ
な
い

○
足
腰
や
口
周
り
に
不
安
が
あ
る

○
人
付
き
合
い
が
お
っ
く
う
…
な
ど
　

年
齢
と
と
も
に
生
じ
る
心
身
の
衰
え
の

こ
と
を
さ
し
ま
す
。

（
参
考
）日
本
サ
ル
コペニ
ア・フ
レ
イ
ル
学
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン



手のひら１枚分

キラキラと笑顔かがやくうまじっこ　

保育所コーナー

馬路保育所

　2月の少しずつ暖かさを感じるようになってきた頃。
　馬路保育所では、新型コロナウイルス感染症対策に配慮し入場制限など保護
者のご理解、ご協力のもと、発表会を開催しました。『保育者と一緒に楽しむ』『保育
者や友達と一緒に楽しさを共有する』『自分のイメージを表現する楽しさを体験す
る』等の保育目標の中で、子どもたちの姿に寄り添いながら練習を重ねてきました。
　恥ずかしがる姿、お母さんを追
いかけたくなる姿も、子どもたちの
大事な発達の一つ!温かい応援
やまなざしをありがとうございまし
た。成長を感じる場面がたくさんあ
ったすてきな発表会となりました。

１日入学楽しかったよ！
　４月からいよいよ１年生♪
　小学校で校長先生の話を聞
いたり、学校探検をしたり…
　１年生に教えてもらいながら
鉛筆を持つ練習もしてきました。
保育所でしてきた経験を自信に
つなげ、元気いっぱいの１年生になってね!

最後の
発表会！

かっこよ
く！

すてきに
決まった

ね！

ぞうぐみ（５歳児）

ドキドキしたけど
がんばったよ！

りすぐみ（０・１・２歳児）

きりんぐみ（３・４歳児）

み
ん
な
で
歌
って
踊
って

た
の
し
かっ
た
ね
♪
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保健師便り
　
令
和
３
年
３
月
１
日
、馬
路
体
育
館
に
て
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
の
展
示

が
行
わ
れ
ま
し
た
。平
日
昼
間
の
小
雨
が
時
折
降
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、村

内
外
か
ら
、計
３
３
９
人
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
先

駆
け
、国
の
事
業
採
択
と
な
っ
た

14
道
府
県
の
み
で
行
わ
れ
、県
内

で
は
宿
毛
市
、三
原
村
、高
知
市
、

馬
路
村
、土
佐
町
の
５
市
町
村
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
間
近
で
聖
火
を
見
ら
れ
る
貴

重
な
機
会
と
あ
っ
て
、展
示
開
始

の
30
分
前
か
ら
受
け
付
け
を
す

る
村
民
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

村
内
の
保
育
園
児
か
ら
中
学
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
も
会
場
に

足
を
運
び
、大
勢
の
警
察
官
の
い

る
厳
戒
態
勢
に
少
し
緊
張
し
な

が
ら
、初
め
て
目
に
す
る
聖
火
に

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
高
知
県
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、令

和
３
年
４
月
１９
日
か
ら
２０
日
ま

で
行
わ
れ
ま
す
。残
念
な
が
ら
馬

路
村
は
コ
ー
ス
に
は
入
って
い
ま
せ

ん
が
、馬
路
村
の
推
薦
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
相
名
地
区
の
乾
ま
り
の

さ
ん
が
参
加
し
ま
す
の
で
、応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

聖
火
が
村
に
や
っ
て
き
た
！
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０
２
０
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。
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、馬
路
村
関
連
の
催
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。
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グ
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物
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と
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た
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ト
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の
お
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し
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来
場
者
に
渡
さ
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た
ご
っ
く
ん
馬

路
村
も
大
変
好
評
で
、良
い
Ｐ
Ｒ
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

▲東谷組合長によるトーク
　「中芸ゆずの歴史」

▲杉ぼっくりによる劇
　「森林鉄道物語」
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げ
！
フ
レ
イ
ル（
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事
編
）

　
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
に
は
筋
肉

量
が
重
要
で
す
。筋
肉
量
は
加
齢
に
伴
っ

て
減
少
し
ま
す
の
で
、筋
肉
を
つ
く
る
働

き
を
食
事
で
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

で
す
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今
回
は
、食
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に
関
す
る「
フ
レ
イ
ル
予
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」で
特
に
重
要
な
栄
養
素
を
二
つ
ご
紹

介
し
ま
す
。

①
タ
ン
パ
ク
質

　
タ
ン
パ
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質
は
筋
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合
成
に
関
わ
る
栄

養
素
で
す
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須
ア
ミ
ノ
酸
を
バ
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ス
良

く
含
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で
い
る
タ
ン
パ
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質
を「
良
質
な
タ

ン
パ
ク
質
」と
呼
び
、代
表
的
な
食
品
と
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て
、肉
、魚
、卵
、乳
製
品
、大
豆
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
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１
日
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
量
は
適
正

体
重
が
５０
㎏
の
人
は
５０ｇ
が
推
奨
さ
れ
て

お
り
、こ
の
量
は
毎
食「
手
の
ひ
ら
１
枚

分
」の
量
を
目
安
に
摂
取
す
れ
ば
よ
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

　
ビ
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ミ
ン
Ｄ
は
骨
粗
し
ょ
う
症
予
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だ
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で
は
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く
、近
年
、ビ
タ
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が
筋
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が
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る
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ン

と
い
う
必
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ア
ミ
ノ
酸
の
筋
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合
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作
用

を
促
進
し
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い
る
こ
と
が
わ
か
り
、注
目

さ
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て
い
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
含
む
主
な
食
品
と
し
て

は
、イ
ワ
シ
、サ
ン
マ
な
ど
の
魚
、き
の
こ
類

な
ど
が
あ
り
ま
す
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ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
日
光（
紫
外
線
）を
浴
び

る
こ
と
に
よって
体
内
で
合
成
さ
れ
る
の
で
、

天
気
の
良
い
日
に
は
日
光
浴
や
散
歩
を
し

て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
運
動
を
合
わ

せ
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

「
フ
レ
イ
ル
と
は
」

ま
だ
介
護
は
必
要
な
い
け
れ
ど
、
　

○
な
ん
と
な
く
体
調
が
優
れ
な
い

○
足
腰
や
口
周
り
に
不
安
が
あ
る

○
人
付
き
合
い
が
お
っ
く
う
…
な
ど
　

年
齢
と
と
も
に
生
じ
る
心
身
の
衰
え
の

こ
と
を
さ
し
ま
す
。
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おらが村の学校便りおらが村の学校便り 7070

　３月13日には馬路中学校で、続く14日には
魚梁瀬中学校で卒業式が行われ、希望を胸に
３年生が巣立ちました。今回の「おらが村の
学校便り」では、その卒業生に中学校での思
い出や将来の夢を語ってもらいました。

　２月24日、馬路中学校に高知大学医
学部の学生３人を招き、キャリア教育
のお話をしていただきました。生徒た
ちは、夏休みの「半熟たまご塾」でも
お世話になった学生さんのお話に興味
津々でした。 村を巣立った

中学生

高知大医学部学生による

キャリア教育講話
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井上　奏磨
そうま

清岡　隼斗
はやと

濵渦　幸
こう

山中　大志
たいし

髙橋　天音
あまね

大野　暖人
ひなと

式部　更紗
さらさ

　
中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

ギ
タ
ー
を
僕
の
趣
味
に
し
て
く
れ
た
「
魚
中

バ
ン
ド
」。フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
魚
梁
瀬
や
発
表

会
な
ど
で
、
中
学
生
全
員
で
演
奏
を
披
露
し

て
き
ま
し
た
。忘
れ
ら
れ
な
い
曲
は
ギ
タ
ー

と
ベ
ー
ス
で
初
め
て
演
奏
し
た
「slow

 
　 

easy

」
と
「stand by m

e

」。今
ま
で
続
い
た

の
は
こ
の
２
曲
の
お
か
げ
で
す
。

　
高
校
生
に
な
っ
た
ら
、
友
達
を
百
人
つ
く

り
た
い
で
す
。そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

よ
う
、
健
康
第
一
に
、
将
来
な
り
た
い
職
業
に

向
か
っ
て
食
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
身

に
つ
け
た
り
、
同
じ
夢
や
目
標
を
持
っ
た
人

と
一
緒
に
学
び
を
深
め
た
り
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
僕
に
と
っ
て
中
学
校
生
活
の
中
で
一
番
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
休
み
時
間
で
の
会
話
な
ど
で
す
。く

だ
ら
な
い
こ
と
で
笑
い
合
っ
た
り
、
絵
を
描
い
た
り

し
て
遊
ぶ
日
々
が
、本
当
に
大
好
き
で
し
た
。

　
僕
は
将
来
、
音
楽
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

こ
の
先
の
日
本
の
音
楽
を
盛
り
上
げ
、
た
く
さ
ん
の

人
に
夢
と
希
望
を
与
え
ら
れ
る
そ
ん
な
人
間
に
な
り

た
い
で
す
。将
来
の
夢
に
近
づ
け
る
よ
う
い
ろ
ん
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
３
年
間
で
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
２
年
生
の

時
の
中
芸
音
楽
会
で
す
。合
奏

で
は
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
触

れ
、
私
た
ち
自
身
も
見
て
い
る

人
も
楽
し
め
る
も
の
に
な
り
ま

し
た
。合
唱
で
の
み
ん
な
の
声

が
重
な
っ
て
一
つ
に
溶
け
合
う

よ
う
な
感
覚
、
舞
台
を
照
ら
す

ラ
イ
ト
の
輝
き
、
贈
ら
れ
る
大

き
な
拍
手…

。全
て
が
心
に
焼

き
つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
馬
路
を
離
れ
て

生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
高
校
で
も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ

と
を
土
台
に
し
て
邁
進
し
て
い

き
た
い
で
す
。

＆

馬路村で成長し、馬路村を巣立つ僕たち私たち

テーマ：自分の将来とまわりの人とのつながり
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医
大
生
の
話
を
聞
き
、
改
め
て
自
分
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
彼
ら
の
医
師
を
目
指
す
理
由
や
意
志

を
聞
き
、
今
の
自
分
は
努
力
が
足
り
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。来
年
は
受
験
生
な
の
で
、

し
っ
か
り
学
習
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
僕
が
中
学
校
３
年
間
で
一
番
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
部
活
動
で
す
。僕
は
、
中

学
校
か
ら
野
球
を
や
り
始
め
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
も
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
３
年

間
練
習
を
し
て
、
選
抜
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。連
合
チ
ー
ム
で
協

力
し
て
戦
い
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
も
仲
良

く
な
り
ま
し
た
。最
後
の
選
手
権
大
会
で

は
負
け
た
け
ど
、
チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
っ

て
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
僕
は
、
高
校
で
も
野
球
を
続
け
ま
す
。高

校
で
は
、エ
ー
ス
に
な
っ
て
、強
豪
校
に
勝

て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
中
学
校
生
活
で
一
番
心
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
、
部
活
動
で
す
。初
め
は

バ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が
当
た
ら
な
く
て
、

試
合
に
も
勝
て
ず
、
辛
か
っ
た
で
す
。

　
で
も
、
３
年
間
野
球
を
続
け
て
、
３

年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
ヒ
ッ
ト
を
打

て
る
よ
う
に
な
っ
て
、野
球
が
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。初
め
は
全
く
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
も
、続
け
る
と
力
が
つ

く
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、新
し
い
環
境
の
中
で
勉

強
と
部
活
の
両
立
を
目
指
し
て
励
み
、

楽
し
ん
で
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
僕
が
中
学
校
３
年
間
で
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、部
活
動
の
野
球
で

す
。僕
は
、中
学
校
か
ら
野
球
を
始
め
、１

年
生
の
時
は
な
か
な
か
勝
て
ま
せ
ん
で

し
た
。で
す
が
、
県
大
会
に
も
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。そ
れ
に
、
３
年
生
の
最
後
の
大
会
で

は
、
ヒ
ッ
ト
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、
チ
ャ
ン
ス
で
打
つ
こ
と
が

で
き
ず
悔
し
か
っ
た
で
す
。

　
高
校
で
も
野
球
を
続
け
る
の
で
、こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
、甲
子
園
に
出
場
で

き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
自
分
の
夢
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
え
た
こ

と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
将
来
何
を
し
よ

う
か
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
書
い
て
み
た

ら
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
好
き
な
こ
と

を
た
く
さ
ん
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
友
達
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
と
つ
な
げ
て

み
る
と
、自
分
の
将
来
だ
け
で
な
く
、ま
わ

り
の
人
と
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
、
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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　３月13日には馬路中学校で、続く14日には
魚梁瀬中学校で卒業式が行われ、希望を胸に
３年生が巣立ちました。今回の「おらが村の
学校便り」では、その卒業生に中学校での思
い出や将来の夢を語ってもらいました。
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学部の学生３人を招き、キャリア教育
のお話をしていただきました。生徒た
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津々でした。 村を巣立った

中学生

高知大医学部学生による

キャリア教育講話

広報うまじ318号 ̶̶̶̶（10広報うまじ318号 ̶̶̶̶（11

井上　奏磨
そうま

清岡　隼斗
はやと

濵渦　幸
こう

山中　大志
たいし

髙橋　天音
あまね

大野　暖人
ひなと

式部　更紗
さらさ

　
中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

ギ
タ
ー
を
僕
の
趣
味
に
し
て
く
れ
た
「
魚
中

バ
ン
ド
」。フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
魚
梁
瀬
や
発
表

会
な
ど
で
、
中
学
生
全
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を
披
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し

て
き
ま
し
た
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ら
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な
い
曲
は
ギ
タ
ー

と
ベ
ー
ス
で
初
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て
演
奏
し
た
「slow

 

　 
easy

」
と
「stand by m

e

」。今
ま
で
続
い
た

の
は
こ
の
２
曲
の
お
か
げ
で
す
。

　
高
校
生
に
な
っ
た
ら
、
友
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を
百
人
つ
く

り
た
い
で
す
。そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
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、
健
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第
一
に
、
将
来
な
り
た
い
職
業
に

向
か
っ
て
食
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
身

に
つ
け
た
り
、
同
じ
夢
や
目
標
を
持
っ
た
人

と
一
緒
に
学
び
を
深
め
た
り
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
僕
に
と
っ
て
中
学
校
生
活
の
中
で
一
番
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
休
み
時
間
で
の
会
話
な
ど
で
す
。く

だ
ら
な
い
こ
と
で
笑
い
合
っ
た
り
、
絵
を
描
い
た
り

し
て
遊
ぶ
日
々
が
、本
当
に
大
好
き
で
し
た
。

　
僕
は
将
来
、
音
楽
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

こ
の
先
の
日
本
の
音
楽
を
盛
り
上
げ
、
た
く
さ
ん
の

人
に
夢
と
希
望
を
与
え
ら
れ
る
そ
ん
な
人
間
に
な
り

た
い
で
す
。将
来
の
夢
に
近
づ
け
る
よ
う
い
ろ
ん
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
３
年
間
で
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
２
年
生
の

時
の
中
芸
音
楽
会
で
す
。合
奏

で
は
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
触

れ
、
私
た
ち
自
身
も
見
て
い
る

人
も
楽
し
め
る
も
の
に
な
り
ま

し
た
。合
唱
で
の
み
ん
な
の
声

が
重
な
っ
て
一
つ
に
溶
け
合
う

よ
う
な
感
覚
、
舞
台
を
照
ら
す

ラ
イ
ト
の
輝
き
、
贈
ら
れ
る
大

き
な
拍
手…

。全
て
が
心
に
焼

き
つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
馬
路
を
離
れ
て

生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
高
校
で
も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ

と
を
土
台
に
し
て
邁
進
し
て
い

き
た
い
で
す
。
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の
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て
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る
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が
で
き
ま
し
た
。

ま
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、
彼
ら
の
医
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を
目
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す
理
由
や
意
志

を
聞
き
、
今
の
自
分
は
努
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が
足
り
な
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と

感
じ
ま
し
た
。来
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は
受
験
生
な
の
で
、

し
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り
学
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に
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を
入
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た
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と
思
い

ま
す
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が
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３
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間
で
一
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に
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っ
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い
る
こ
と
は
、
部
活
動
で
す
。僕
は
、
中
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野
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を
や
り
始
め
、
キ
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ボ
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も
で
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な
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れ
ど
、
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、
選
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大
会
に
出
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す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
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合
チ
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ム
で
協

力
し
て
戦
い
、
チ
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ム
メ
イ
ト
と
も
仲
良

く
な
り
ま
し
た
。最
後
の
選
手
権
大
会
で

は
負
け
た
け
ど
、
チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
っ

て
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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僕
は
、
高
校
で
も
野
球
を
続
け
ま
す
。高

校
で
は
、エ
ー
ス
に
な
っ
て
、強
豪
校
に
勝

て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
中
学
校
生
活
で
一
番
心
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
、
部
活
動
で
す
。初
め
は

バ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が
当
た
ら
な
く
て
、

試
合
に
も
勝
て
ず
、
辛
か
っ
た
で
す
。

　
で
も
、
３
年
間
野
球
を
続
け
て
、
３

年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
ヒ
ッ
ト
を
打

て
る
よ
う
に
な
っ
て
、野
球
が
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。初
め
は
全
く
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
も
、続
け
る
と
力
が
つ

く
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、新
し
い
環
境
の
中
で
勉

強
と
部
活
の
両
立
を
目
指
し
て
励
み
、

楽
し
ん
で
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
僕
が
中
学
校
３
年
間
で
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、部
活
動
の
野
球
で

す
。僕
は
、中
学
校
か
ら
野
球
を
始
め
、１

年
生
の
時
は
な
か
な
か
勝
て
ま
せ
ん
で

し
た
。で
す
が
、
県
大
会
に
も
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。そ
れ
に
、
３
年
生
の
最
後
の
大
会
で

は
、
ヒ
ッ
ト
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、
チ
ャ
ン
ス
で
打
つ
こ
と
が

で
き
ず
悔
し
か
っ
た
で
す
。

　
高
校
で
も
野
球
を
続
け
る
の
で
、こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
、甲
子
園
に
出
場
で

き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
自
分
の
夢
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
え
た
こ

と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
将
来
何
を
し
よ

う
か
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
書
い
て
み
た

ら
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
好
き
な
こ
と

を
た
く
さ
ん
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
友
達
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
と
つ
な
げ
て

み
る
と
、自
分
の
将
来
だ
け
で
な
く
、ま
わ

り
の
人
と
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
、
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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昨
年
11
月
に
子
ど
も
が
生
ま

れ
親
に
な
り
ま
し
た
。
運
良
く

出
産
に
立
ち
会
え
て
誕
生
の
瞬

間
に
側
に
い
ら
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　
そ
の
後
は
僕
一
人
魚
梁
瀬
へ

戻
り
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

年
が
明
け
妻
と
息
子
が
よ
う
や

く
魚
梁
瀬
に
帰
っ
て
き
て
、
今

ま
で
と
は
全
く
違
う
新
し
い
暮

ら
し
が
始
ま
り
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
子
育
て
で
僕
は
ど

う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、

妻
ば
か
り
奮
闘
し
て
い
ま
し
た

が
、
近
頃
は
僕
も
子
ど
も
の
様

子
を
見
て
オ
ム
ツ
替
え
や
ミ
ル

　令和3年2月13日から21日まで、当協議会の活動報告・講演・

意見交換を行うゆず林鉄expo2021を、四国遍路日本遺産協議会

との共催により高知城歴史博物館にて開催しました。

　期間中は新型コロナウイルス感染症対策をしながらではありま

したが、最終日には物産展も開催され、延べ625人もの来場者で

にぎわいました。

　今年10月開催予定の全国ハーブサミットの事前イベントとして動画をYouTubeチャンネル

『第27回全国ハーブサミットin中芸』で配信しています。最新の情報は「中芸ハーブサミット

HP」でご確認ください。

ク
に
寝
か
し
つ
け
と
、
授
乳
以

外
の
こ
と
は
大
体
で
き
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　
息
子
は
お
風
呂
が
大
好
き
。

息
子
と
一
緒
に
入
る
お
風
呂
の

時
間
は
毎
日
の
僕
の
楽
し
み
。

　
妻
は
岐
阜
、
僕
は
埼
玉
と
実

家
が
遠
い
け
ど
、
近
所
の
お
ば

ち
ゃ
ん
ら
に
ビ
ッ
シ
リ
面
倒
を

見
て
も
ら
っ
た
り
と
、
親
戚
が

近
く
に
い
る
よ
う
で
、
か
な
り

助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
の
皆
さ
ん
に
愛
で
て

も
ら
っ
て
嬉
し
い
限
り
。
こ
れ

か
ら
の
暮
ら
し
が
楽
し
み
で

す
。

▲家族３人で
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

隊
員

　福
岡

　直
也

　
世
界
的
伝
染
病
に
世
界
中
の
人
が

行
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
２
０
２
０

年
、
私
も
例
に
も
れ
ず
影
響
を
受
け

て
い
た
。

　
元
気
っ
て
な
ん
だ
っ
た
っ
け
…
と

な
る
ほ
ど
落
ち
込
み
、
馬
路
村
に
や

っ
て
き
た
頃
に
心
動
か
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
も
の
の
ど
れ
に
も
感
動
で
き

な
い
こ
と
が
悲
し
く
、
人
に
会
え
な

い
こ
と
で
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
時

間
に
意
味
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な

気
持
ち
に
な
り
、
血
液
た
ち
が
、

「
ツ
ラ
イ
よ
〜
♪
」
と
合
唱
し
な
が

ら
体
中
を
行
進
（
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
）
す
る
ほ
ど
の
無
気
力
に
襲
わ

れ
て
い
た
。
一
周
し
た
血
液
は
ツ
ラ

さ
濃
度
を
増
し
て
２
巡
目
の
行
進
に

入
る
。
季
節
は
変
わ
り
寒
く
な
る
。

冷
え
は
良
く
な
い
。
こ
れ
は
ま
ず

い
。

　
私
は
大
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
と
温
泉

の
こ
と
ば
か
り
考
え
る
こ
と
に
し

た
。
描
く
こ
と
に
も
協
力
隊
の
活
動

に
も
関
係
の
な
い
こ
と
ば
か
り
考
え

る
こ
と
に
徹
し
た
。

　
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に

洋
服
も
買
っ
た
。
髪
を
切
っ
た
。
２

月
、
そ
の
日
は
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
た
。

　
中
芸
の
森
林
鉄
道
か
ら
ゆ
ず
産
業

ま
で
の
発
展
ス
ト
ー
リ
ー
を
テ
ー
マ

に
し
た
展
覧
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
、
田
中
基
希
さ
ん
の
生
演
奏
と
と

も
に
「
柚
子
と
隧
道
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
を
描
い
た
。

　
そ
れ
は
久
し
ぶ
り
の
観
客
が
い
る

芸
術
活
動
で
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

隊
員

　上
村
菜
々
子

身
体
中
を
め
ぐ
っ
て
い
る
の
が
分
か

っ
た
。
ツ
ラ
イ
ツ
ラ
イ
行
進
曲
は
止

ま
っ
て
い
た
。

　
集
中
の
３
時
間
半
、
馬
路
村
で
蓄

積
し
た
感
覚
を
昇
華
し
た
作
品
が
で

き
て
い
た
。
で
き
て
い
た
、
と
い
う

と
無
責
任
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
い

い
作
品
が
生
ま
れ
る
と
き
は
自
分
で

や
っ
た
と
は
思
え
な
い
自
然
現
象
的

な
感
覚
が
あ
る
。

　
来
て
く
れ
た
ひ
と
た
ち
も
い
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
、
観
て
よ
か

っ
た
と
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
で
笑
っ
て

く
れ
て
い
た
。

　
こ
の
絵
を
描
い
て
良
か
っ
た
、
と

私
の
心
に
春
が
も
ど
っ
て
き
た
。

　
こ
の
４
月
で
協
力
隊
３
年
目
最
後

の
年
に
な
り
ま
す
。

　
教
育
支
援
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
は
一
旦
お
休
み
し
て
、
こ
の
美
し

い
場
所
、
馬
路
村
で
生
ま
れ
る
絵
の

た
め
に
時
間
を
使
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

杉の家 （魚梁瀬丸山公園内）
　　営 業 日　（4 月１３日まで）日・月・火・木曜日・祝日

　　　　　　　（4 月１４日から）日～金曜日・祝日

　　営業時間　 11：00 ～ 15：30（ラストオーダー 15：00）

　　電　　話　 43-2070　　　　　　

創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊
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。
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梁
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。
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し
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。
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入
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を
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。
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

隊
員

　福
岡

　直
也

　
世
界
的
伝
染
病
に
世
界
中
の
人
が

行
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
２
０
２
０

年
、
私
も
例
に
も
れ
ず
影
響
を
受
け

て
い
た
。

　
元
気
っ
て
な
ん
だ
っ
た
っ
け
…
と

な
る
ほ
ど
落
ち
込
み
、
馬
路
村
に
や

っ
て
き
た
頃
に
心
動
か
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
も
の
の
ど
れ
に
も
感
動
で
き

な
い
こ
と
が
悲
し
く
、
人
に
会
え
な

い
こ
と
で
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
時

間
に
意
味
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な

気
持
ち
に
な
り
、
血
液
た
ち
が
、

「
ツ
ラ
イ
よ
〜
♪
」
と
合
唱
し
な
が

ら
体
中
を
行
進
（
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
）
す
る
ほ
ど
の
無
気
力
に
襲
わ

れ
て
い
た
。
一
周
し
た
血
液
は
ツ
ラ

さ
濃
度
を
増
し
て
２
巡
目
の
行
進
に

入
る
。
季
節
は
変
わ
り
寒
く
な
る
。

冷
え
は
良
く
な
い
。
こ
れ
は
ま
ず

い
。

　
私
は
大
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
と
温
泉

の
こ
と
ば
か
り
考
え
る
こ
と
に
し

た
。
描
く
こ
と
に
も
協
力
隊
の
活
動

に
も
関
係
の
な
い
こ
と
ば
か
り
考
え

る
こ
と
に
徹
し
た
。

　
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に

洋
服
も
買
っ
た
。
髪
を
切
っ
た
。
２

月
、
そ
の
日
は
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
た
。

　
中
芸
の
森
林
鉄
道
か
ら
ゆ
ず
産
業

ま
で
の
発
展
ス
ト
ー
リ
ー
を
テ
ー
マ

に
し
た
展
覧
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
、
田
中
基
希
さ
ん
の
生
演
奏
と
と

も
に
「
柚
子
と
隧
道
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
を
描
い
た
。

　
そ
れ
は
久
し
ぶ
り
の
観
客
が
い
る

芸
術
活
動
で
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

隊
員

　上
村
菜
々
子

身
体
中
を
め
ぐ
っ
て
い
る
の
が
分
か

っ
た
。
ツ
ラ
イ
ツ
ラ
イ
行
進
曲
は
止

ま
っ
て
い
た
。

　
集
中
の
３
時
間
半
、
馬
路
村
で
蓄

積
し
た
感
覚
を
昇
華
し
た
作
品
が
で

き
て
い
た
。
で
き
て
い
た
、
と
い
う

と
無
責
任
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
い

い
作
品
が
生
ま
れ
る
と
き
は
自
分
で

や
っ
た
と
は
思
え
な
い
自
然
現
象
的

な
感
覚
が
あ
る
。

　
来
て
く
れ
た
ひ
と
た
ち
も
い
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
、
観
て
よ
か

っ
た
と
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
で
笑
っ
て

く
れ
て
い
た
。

　
こ
の
絵
を
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目
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の
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れ
る
絵
の

た
め
に
時
間
を
使
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お知らせお知 ら せ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

681人、
149人、

335世帯
85世帯

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

１

１７

0

0
１

１７

２

１

0

１６

0

0
２

１７

８３０

８３０

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計
0

0 馬路村特別村民 11,841人
（3月31日現在）

5　　月

２

３

月

月

4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定

馬路村集会センターうまなび内覧会

入園式（馬路・魚梁瀬保育所）

有害物収集

村内4校　新任式・始業式・入学式

人権相談所(馬路村役場)10:00～15:00
行政相談所(馬路村役場)10:00～12:00
古紙収集(魚梁瀬)

リサイクル収集
高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）11：00～

乳児健診(奈半利町防災センター)

職域ソフトボール大会

古紙収集(馬路)

参観日（馬路小・中学校）

馬路村集会センターうまなび供用開始　

リサイクル収集

1歳6カ月児、3歳児健診(奈半利町防災センター)

昭和の日

4　　月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

 憲法記念日

有害物収集 みどりの日

 こどもの日

リサイクル収集
第35回馬路地区スカッシュバレーボール大会
乳児健診(奈半利町防災センター)

古紙収集(魚梁瀬)

第40回馬路村村内芸能発表会（馬路村集会センターうまなび）

人権参観日（馬路小・中学校）

リサイクル収集

1歳6カ月児、3歳児健診(奈半利町防災センター)

古紙収集(馬路)

春の「緑の募金」へご協力を！
　３月１日から５月３１日は、春の「緑の募金強化期間」です。

　皆さま方から寄せられた寄付金は、公益財団法人高知県森
と緑の会を通じ、県内の森林の整備・緑化の推進・子どもた
ちが木や森に触れ合う機会の提供・公募による森林ボランテ
ィアや市町村の緑化活動への助成等、生活の身近なところで
活用されています。
　「緑の募金」への寄付は、役場で受け付けていますので、
ご協力をよろしくお願いいたします。

問い合わせ先：
馬路村役場　地域振興課　電話：44-2277（4月24日まで）
　　　　　　　　　　　　電話：⑧44-2114（4月26日から）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

高知県最低賃金は、令和２年１０月３日から１時間７９２円となっています。
                        問い合わせ先：高知労働局 賃金室 　　電話：088-885-6024

保安林での伐採・工事等には県の窓口で手続きが必要です
　森林には、水を蓄える、土砂崩れを防止するなど、私たちの暮
らしを守る様々なはたらきがあります。
　その「はたらき」が特に重要な森林は「保安林」に指定され、
立木の伐採その他の行為が制限されています。
　立木の伐採・工事等は、その土地を所有する方であっても、県
林業事務所で所定の手続きを済ませてからでなければ行うことは
できません。

　問い合わせ先：高知県安芸林業事務所 振興課　
                        電話：0887-34-1181

（※）

（※）申し込みは馬路村教育委員会でも受け付けています。

最低賃金のお知らせ
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お知らせお知らせ
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ちが木や森に触れ合う機会の提供・公募による森林ボランテ
ィアや市町村の緑化活動への助成等、生活の身近なところで
活用されています。
　「緑の募金」への寄付は、役場で受け付けていますので、
ご協力をよろしくお願いいたします。

問い合わせ先：
馬路村役場　地域振興課　電話：44-2277（4月24日まで）
　　　　　　　　　　　　電話：⑧44-2114（4月26日から）
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高知県最低賃金は、令和２年１０月３日から１時間７９２円となっています。
                        問い合わせ先：高知労働局 賃金室 　　電話：088-885-6024

保安林での伐採・工事等には県の窓口で手続きが必要です
　森林には、水を蓄える、土砂崩れを防止するなど、私たちの暮
らしを守る様々なはたらきがあります。
　その「はたらき」が特に重要な森林は「保安林」に指定され、
立木の伐採その他の行為が制限されています。
　立木の伐採・工事等は、その土地を所有する方であっても、県
林業事務所で所定の手続きを済ませてからでなければ行うことは
できません。

　問い合わせ先：高知県安芸林業事務所 振興課　
                        電話：0887-34-1181

（※）

（※）申し込みは馬路村教育委員会でも受け付けています。

最低賃金のお知らせ
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編
集
後
記

 1 日 希望の光がやってくる東京2020
 オリンピック聖火展示（馬路体育館）
 3 日 ひなまつりおたのしみ会（魚梁瀬保育所）
 5 日 お別れ遠足（魚梁瀬小学校）
13日 馬路中学校卒業式（馬路体育館）
14日 魚梁瀬小・中学校卒業式（魚梁瀬体育館）
23日 馬路小学校卒業式（馬路体育館）
24日 馬路保育所卒園式
25日 庄屋祭・鬼門堂祭
 馬路村集会センターうまなび竣工祭
26日 魚梁瀬保育所卒園式

 2 日 保育所合同交流会　豆まき（馬路保育所）
 5 日 学習発表会（馬路小学校）
18日 火災避難訓練（馬路小中学校）
20日 生活発表会（馬路保育所）
24日 高知大学医学部生によるキャリア講話（馬路 
 中学校）
26日 お別れ遠足（馬路小学校）

　
３
月
１
日
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で
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ら
ず
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内
外
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ら
多
く
方
が
訪
れ
ま
し
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。警
察
の
方
も
含
め
て
た
く
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ん
の
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備
ス
タ
ッ
フ
が
い
た
た
め
、も
の
も
の
し
さ
に

驚
か
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ギ
リ
シ
ャ
で
採
火
さ
れ
、や
が
て
東
京
の

メ
イ
ン
会
場
で
灯
さ
れ
る
大
切
な
聖
火
そ

の
も
の
が
馬
路
村
に
来
て
い
た
こ
と
は
、誇

ら
し
く
思
い
ま
す
。
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